
比較的調査しやすい財産です。
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司法書士 吉川 豊 主な取扱い業務
ＴＥＬ ０５６２－９１－４３５０ ✓相続・遺言の作成支援・成年後見等
豊明市西川町島原２－２ シマ原ビル１０３ ✓不動産の贈与・売買・担保権抹消
業務時間：平日９時～１８時 ✓会社設立・役員変更・目的変更

（事前のご予約で、時間外・土日も対応可能です。） 吉川事務所 豊明市

今月のテーマ 「相続登記申請について」

今年の夏は特に暑かったですね。私は暑さにはめっぽう
強い方ですが、９月中旬に夏バテして少し体調を崩してし
まいました。皆さんはいかがでしょうか？

９月中旬頃から暑さも落ち着き、寝苦しい夜からも解放
されつつありますが、最近お客様とお話ししていてよく耳
にするのは「暑さ寒さも彼岸まで」という言葉です。皆さ

んも今年は実体験として「この言葉通りだな」と感じてい
らっしゃると思います。

今年も残すところ３か月となりました。今後は朝夕の寒
暖差に身体がついて行かず体調を崩しやすい時期となりま
す。夏の暑さで疲れた身体を労りつつ、同時に寒暖差に負
けないよう体調に気を付けながら過ごしましょう。

「暑さ寒さも彼岸まで」ごあいさつ

（当事務所ＨＰ）

１．まず最初に
今月号は、遺産分割協議書作成後にする「相続登記申

請」について説明します。

２．必要書類
相続登記申請は、登記申請書を作成して次の添付書類と

一緒に法務局に提出して行います（申請はインターネット
を利用して「オンライン」でも行えます。）。

①戸籍謄本又は法定相続情報一覧図
ア）被相続人の出生～死亡までの戸籍謄本
イ）相続人全員の戸籍謄本
又は「法定相続情報一覧図」

②遺産分割協議書
相続人全員が署名・実印で押印した遺産分割協議書

③印鑑証明書
相続人全員の印鑑証明書

④住民票
不動産を取得した方の住民票

３．「法定相続情報一覧図」とは・・・
法定相続情報一覧図とは、被相続人の相続人が誰かを一

覧図にした書面です。
法定相続情報一覧図は、法務局に①被相続人の出生～死

亡までの戸籍謄本、②相続人全員の戸籍謄本を提出するこ
とにより無料で発行してもらえ、相続登記申請だけでなく、
ア）預貯金の解約手続き、イ）相続税申告、ウ）遺族年金
の申請手続きなど様々な相続手続きで活用できます。

４．添付書類の有効期間
相続登記申請に関しては、添付書類の有効期間はありま

せん。なお、同じ登記申請でも、「売買」「贈与」などは
有効期間があります。また、同じ相続手続きでも金融機関

など提出先によっては有効期間がある場合がありますので
ご注意ください。

５．添付書類の原本還付
添付書類は、「原本」を法務局に提出する必要がありま

すが、提出した原本は返却してもらうことができます。こ
れを「原本還付」といいます。

遺産分割協議書・戸籍謄本・印鑑証明書は、預貯金の解
約など他の相続手続きにも使用しますので、原本還付をす
るのが一般的です。

６．登記識別情報通知書の発行
相続登記が完了しますと、法務局から「登記識別情報通

知書」が発行されます。
登記識別情報通知書は、「売買」「贈与」など今後登記

申請をする場合に使用する書類となりますが、一度発行さ
れると紛失・盗難など理由を問わず再発行ができませんの
で、大切に保管してください。

７．相続登記申請はお早めに！
登録免許税が高額など理由は様々ですが、時々、遺産分

割協議書を作成したのに相続登記申請をしない方がいます。
しかし、遺産分割協議書や印鑑証明書を紛失した場合、

特に紛争性のある事案では遺産分割協議書の再作成や印鑑
証明書取得の再依頼が困難となり、結局相続登記申請が出
来ない・行うのに大変な困難が伴うことがあります。

令和6年４月１日から相続登記が義務化され、原則とし
て相続により所有権を取得後３年以内に登記をすることが
義務付けられました。令和６年４月１日以前の相続の場合、
その期限は令和９年３月３１日となります。

遺産分割協議書作成後はお早めに、相続登記申請を済ま
すことが大切です。


